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	光小だより
	発達のステップ
	三谷　将史 　１０月最終週の週末には、市内の学校から造 形作品が展示される「風っ子造形展」が開催され、雨天にも関わらず多くの方が本校作品の展示会場である女子美術大学にお越しくださっていました。改めてお礼申し上げます。 　本校からは、１年生による「ちょきちょきか ざりのお友だち」の作品と、３年生による「ねん土マイタウン」の作品を出展しました。１年生がハサミで作った作品は、そのシンメトリーな姿や書いてある名前でさえ可愛らしく、初めての風っ子作品にふさわしい展示になっていました。 　３年生は、平面の絵と立体の建物を組み合わ せた作品として、また、ところどころに友だちの作品との組み合わせを意識した仕上がりになっていて、見る人を楽しませていました。
	　１１月の３年生はほかにも、消防署見学や消 防体験、自転車教室や４年生と合同の横浜ふれあい遠足など、大忙しの予定となっています。また、総合的な学習の時間では、公園について調べて行動したり、外国語活動では、ALTのフェガ先生と英語での挨拶や簡単な会話を交わすなど、光小の３年生は毎日楽しそうに、そして真剣に学習に取り組んでいますが、３年生になり、学校での学習が一段階上がったと感じる方も多いのではないでしょうか。
	　子どもの発達段階は乳幼児期から学童期、青 年期と進んでいきますが、学童期の９歳前後は幼児期を離れ、物事をある程度、分析しながら認識し、抽象的な思考ができるようになってきたり、仲間集団の中の行動やルールが大切になってきたりする時期でもあります。一方、いわゆる９歳の壁と言われる発達の個人差も大きく見られるようになる時期です。 　だからこそ学校では、理科や社会、総合的な 学習、外国語活動、運動、行事、ICTなど、自分が少しでも好きなことに取り組むことで自己肯定感を高めたり、体験活動により実社会への興味関心を持つきっかけづくりになるよう、カリキュラムが組まれているのです。
	　こうした発達段階は、乗り越えられない 「壁」ではなく、発達の上で必ず通るステップとしてとらえ、子どもたちを認め、励ましながら成長を見守っていきたいと思っています。
	１１月の予定
	5 水 A4日課　３年消防署見学
	６ 木 ※３年B５日課開始　ロング昼休み（ヒカリン
	７ 金 全学年A5日課　話し合いたいム　不審者対応訓練 ８土 ９日
	11 火 読書タイム　読み聞かせ（昼）　教育相談日　12 水 読書タイム　２年まちたんけん（給食あり） 13木ロング昼休み ５年若あゆ ①　教育相談日 14 金 ※１，２年A４日課開始、４，５，６年A５日課
	会（３，４年児童・全学年保護者）

	うわばきを持たせてください
	　最近、月曜日のうわばき忘 れが多く見られます。 　日曜の夜などに、お子さま と一緒に持ち物の確認をして いただけると助かります。ま た、学校のうわばきを借りた 場合は洗って返却してくださ い。ご家庭でのご協力をお願 いいたします。
	〜学校に薬を持ってくるときは〜
	１１月１１日（月）～１３日（水）  １１日、１２日　３校時、５校時  １３日 ３校時、６校時（クラブ） 　日常の教育活動を是非ご覧ください。
	〜芸術鑑賞会〜
	＊生活目標：落ち着いて生活しよう＊保健目標：かぜを予防しよう ＊給食目標：よくかんで食べよう




